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年の Nature誌の X線構造を丁寧に検討すれば GABAがどこに結合するかわかるだろ
う」とのコメントがあり、「今はわからないが課題としたい」との回答があった。立
川副査より「シクロプロパン化における硫黄イリドの役割について説明してほしい」
との質問があり、「硫黄が脱離基として作用し反応性が上がる」との回答があった。
塚田主査から「ニコチンとか、キニーネなどサイズの大きな化合物が脳関門を通過す
る理由は？」という質問があり、「電気的なファクターとともに物理的な隙間を通っ
ていくイメージだ」との回答があった。篠崎副査から「なぜ海綿からなのか。どのよ
うに精製し構造決定していくのか」という質問があり、「このミクロネシア産海綿
Lendenfeldia chondrodes からはすでに生理活性化合物が見出されており、今回の研究
はその流れである。精製はクロマトグラフィーで、構造解析は NMR である」との回
答があった。望月副査からは「X線結晶構造解析については学位論文に必要な情報を
盛り込むように」とのコメントがあり、「確認のうえ加筆する」との回答があった。 
最後に、英語に関する質疑応答が行われた。塚田主査より「博論に読みにくいとこ
ろはあったが、良く書かれている。メカニズムの図にも引用文献を入れること、文献
名の略号を統一すべきである。実験部には必要なデータが示されており評価できる。
国際学会での発表はあるか」との質問があり、「ありません」「指摘の不備は修正する」
との回答があった。ついで立川副査より「博論にスペルミスが複数あり、別途指摘す
るので修正してほしい。タイトル、日本語と英語で一致しないので、一致させるべき」
との指摘があり、「修正を検討します」との回答があった。篠崎副査からは「学術論
文は自分で執筆、投稿したのか」との質問があり、「執筆までは自身で行った」との
回答があった。望月副査からは「よく書けているが、第 1章が長すぎるかもしれない。
悪くないが、合成化学との関連性をむしろ示してほしかった」とのコメントを受けた。 
